
平成２０年（2008）８月〈２４〉

若
い
女
性
の
健
診

　

市
は
、
若
い
女
性
を
対
象
と
す

る
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　

血
液
や
骨
密
度
な
ど
の
検
査
値

か
ら
自
分
の
生
活
を
見
直
し
、
今

後
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
…
市
内
に
住
所
を
有
す
る

　

歳
〜　

歳
ま
で
の
女
性

１８

３９

▽
内
容
…
問
診
、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
、
内
科
診
察
、

血
圧
検
査
、
骨
塩
量
測
定

▽
料
金
…
１
３
０
０
円

▽
申
込
方
法
…
９
月
愛
育
委
員
回

覧
の
申
込
用
紙
に
記
入
（
高
梁
地

域
の
み
）、ま
た
は
電
話
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
す
こ
や
か
家
族
の

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

健

康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係
（
�
�

０
２
６
７
）、ま
た
は
各
地
域
局
住

民
福
祉
課

還
付
金
詐
欺
に　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
県
や
市
役
所
の
職
員
に

成
り
済
ま
し
、
医
療
費
等
の
還
付

金
が
あ
る
と
偽
っ
て
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
「
還
付
金
詐
欺
」
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
手
口
は
、
電
話
で
「
高
額

医
療
費
」「
年
金
」「
保
険
料
」
な

ど
の
還
付
手
続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
コ
ー
ナ
ー
へ
行
く
よ
う
指
示

し
、
携
帯
電
話
な
ど
を
使
っ
て
操

作
を
誘
導
し
な
が
ら
、
被
害
者
自

身
に
犯
人
の
口
座
へ
振
り
込
み
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
県
内
で

も
今
年
に
入
り
、　

件
の
被
害
が

７０

出
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
等
が
還
付
手
続
き
の
た

め
に
電
話
で
振
り
込
み
手
続
き
を

案
内
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

た
場
合
に
は
、
手
続
き
を
進
め
る

前
に
市
役
所
等
へ
問
い
合
わ
せ
、

確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
係

（
�
�
０
２
５
４
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の

期
間
を
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
、

臨
時
電
話
を
増
設
し
て
電
話
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
、
親

に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
電
話
…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
�
０
０
７
�
１
１
０

▽
期
間
…
９
月
８
日
�
〜
９
月　
１４

日
�

▽
時
間
…
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時
）

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
地
方
法
務

局
高
梁
支
局
（
�
�
２
３
１
８
）

①
身
の
安
全

テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身
を
隠
し

ま
し
ょ
う
。

②
火
の
始
末

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

③
出
口
の
確
保

窓
や
戸
は
、
閉
め
た
ま
ま
だ
と
出

入
り
口
が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

④
素
早
い
消
火

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
に
く
ん
だ
水
で

小
火
の
う
ち
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
落
ち
着
い
て
外
へ

瓦
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
路
地
で
も
要
注
意

倒
れ
や
す
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、門
柱
、

自
動
販
売
機
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意

危
険
な
個
所
を
避
け
、
安
全
な
場

所
へ
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

⑧
徒
歩
で
避
難

持
ち
物
は
最
小
限
に
し
て
、
歩
い

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
み
ん
な
で
協
力

け
が
人
、
お
年
寄
り
な
ど
の
応
急

救
護
は
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま

し
ょ
う
。

無
料
調
停
相
談
会

　

高
梁
調
停
協
会
で
は
、
無
料
調

停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
等
の
問
題

で
お
困
り
の
人
は
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
裁
判
所
の
調
停

委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
予
約
等
は
不
要
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時
…　

月　

日
�　

午
前　

１０

１７

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所
…
高
梁
簡
易
裁
判
所
（
片

原
町
１
）

■
問
い
合
わ
せ　

高
梁
調
停
協
会

事
務
局
（
�
�
２
０
５
１
）

も
し
も
の
と
き
の
備
え
を

　

８
月　

日
�
か
ら
９
月
５
日
�

３０

は
防
災
週
間
で
す
。
ま
た
、
大
正

　

年
の
関
東
大
震
災
を
教
訓
と

１２し
、
９
月
１
日
�
を「
防
災
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
防
災
に
つ
い
て
今

一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
災
害
の
心
得
〉

〜
も
し
地
震
が
起
き
た
ら
〜

場　　所受付時間月　日

落合研修会館９：３０～１１：００９／１１�

有漢保健センター９：４５～１０：３０９／１２�

成羽健康管理センター９：００～１０：３０１０／１�

高梁保健センター９：３０～１１：００１０／１５�

�日程および会場

�



平成２０年（2008）８月〈２５〉

⑩
正
し
い
情
報
を
入
手

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
ラ
ジ
オ
、

防
災
無
線
な
ど
の
正
確
な
情
報
や

そ
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

（
�
�
０
２
０
５
）

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

　

９
月
９
日
�
は
「
救
急
の
日
」

で
す
。
管
内
に
お
け
る
１
〜
６
月

の
救
急
出
動
件
数
は
７
５
７
件
、

搬
送
人
員
７
４
３
人
で
、
前
年
と

比
較
す
る
と
件
数　

件
の
減
、
人

３４

員　

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３４

　

現
在
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
救

急
車
を
要
請
す
る
人
の
増
加
が
全

国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど
で

緊
急
に
医
療
機
関
に
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の

も
の
で
す
。
緊
急
性
の
な
い
要
請

は
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す

る
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
到

着
の
遅
れ
を
招
き
、
救
え
た
は
ず

の
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
安
心
の
た
め
に

も
再
度
、
１
１
９
番
の
か
け
方
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
救
急
車
の

に
合
わ
せ
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施

設
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
…
９
月　

日
�
・　

日
�

１０

１１

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所
…
高
梁
浄
化
セ
ン
タ
ー

 

（
原
田
南
町
）

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理

係
（
�
�
７
０
６
０
）

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

臓
器
移
植
希
望
者
（
眼
球
を
除

く
）
は
全
国
に
約
１
万
２
５
０
０

人
い
ま
す
が
、
昨
年
度
に
移
植
を

受
け
た
人
は
約
２
４
０
人
と
極
め

て
少
な
い
状
況
で
す
。

　

臓
器
移
植
の
た
め
に
提
供
で
き

る
「
臓
器
」
は
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、

腎
臓
、 
膵  
臓 
、
小
腸
、
眼
球
で
す
。

す
い 
ぞ
う

腎
臓
、
膵
臓
、
眼
球
は
心
臓
停
止

後
に
摘
出
し
て
も
移
植
可
能
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
の
臓
器
は
脳
死
下

で
摘
出
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
移

植
で
き
ま
せ
ん
。

　

脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
は
、「
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
の
書

面
に
表
示
さ
れ
た
本
人
の
生
前
の

意
思
表
示
と
、
家
族
の
承
諾
の
両

方
が
必
要
で
す
。
意
思
表
示
カ
ー

ド
に
自
分
の
意
思
を
記
入
し
、
常

時
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
心
臓
停
止
後
の
腎
臓
と

眼
球
の
提
供
は
、
本
人
の
意
思
表

示
が
な
く
て
も
、
家
族
の
承
諾
が

あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

臓
器
移
植
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

�
岡
山
県
臓
器

バ
ン
ク
（
�
０
８
６
�
２
２
６
�

０
１
８
１
）

切
れ
た
電
線
に
近
づ
か
な

い
で

　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が
っ
た

電
線
は
、
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
大
変

危
険
で
す
。
絶
対
に
近
づ
い
た
り
、

触
れ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
切
れ
た
電
線
等
を
発
見

し
た
場
合
は
、
中
国
電
力
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
国
電
力
㈱
岡

山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
�
４
１
３

�
８
２
３
）

適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
１
１
９
番
の
か
け
方

　

通
報
す
る
と
き
は
、
落
ち
着
い

て
ゆ
っ
く
り
と
、
次
の
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

【
救
急
の
と
き
】

①
け
が
な
の
か
、
病
気
な
の
か

②
ど
ん
な
状
況
か

③
住
所
や
場
所
を
特
定
で
き
る
建

物
な
ど

④
あ
な
た
の
名
前
・
電
話
番
号

【
火
事
の
と
き
】

①
何
が
燃
え
て
い
る
か

②
け
が
人
や
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い

る
か

③
住
所
や
場
所
を
特
定
で
き
る
建

物
な
ど

④
あ
な
た
の
名
前
・
電
話
番
号

※
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
と
き

は
、
携
帯
電
話
の
番
号
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
通
報
後
、
電
源

は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
（
�
�

０
１
２
５
）

下
水
道
へ
の
接
続
と
正
し

い
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

に
よ
る
生
活
環
境
の
改
善
、
蚊
や

ハ
エ
な
ど
の
害
虫
や
悪
臭
の
発
生

源
と
な
る
家
庭
や
工
場
か
ら
の
汚

水
を
処
理
し
て
流
す
こ
と
で
、
き

れ
い
な
川
や
海
が
守
ら
れ
る
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
が
整
備
し
た
下
水

管
に
一
般
家
庭
等
の
配
水
管
が
接

続
さ
れ
な
い
と
、そ
の
効
果
は
表
れ

ま
せ
ん
。
整
備
済
み
区
域
内
に
お

住
ま
い
の
人
で
、
下
水
道
へ
ま
だ
接

続
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
一
日
も
早

い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
に
は
何
で
も
流

し
て
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
正
し
く
使
用
し
な
い
と
、
下

水
道
処
理
施
設
の
故
障
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
特
に
野
菜
く
ず
や
残

飯
、
使
用
済
み
食
用
油
な
ど
は
、

配
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
汚
水

ま
す
・

・

に
沈
殿
し
悪
臭
発
生
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
な

ど
で
集
め
、
食
用
油
は
新
聞
な
ど

に
染
み
込
ま
せ
る
か
、
凝
固
剤
で

固
め
て
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
市
で
は
、
下
水
道
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

９
月　

日
の「
下
水
道
促
進
デ
ー
」

１０

�


